和譲文化創造で、対立から共生へ
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和譲とは朝鮮半島の対岸にある出雲大社の今年80歳になられる千家達彦管長が、1960年に、日本の代表的な思想家である二宮尊徳先生が説かれた｢商売の心得・推譲｣と、聖徳太子の「和をもって尊しとなす」を組み合わせてつくられた造語です。
私の解釈ですが、和譲とはその時代の要請と土地の使命を感じ、対立や矛盾を大局的に捉え、共通の目的を見出し、お互いに与えあい、実現に向けて共に歩み出す状況と理解しています。
大変動の時代
1994年、人間自然科学研究所設立以来、国内外で行った数々の活動を通じて、日本がアジアの中で、また、世界の中でどのような経緯をたどってきたかを学ぶなかで、日本の役割を模索してまいりました。
最近、日本では国民の半数に及ぶ件数の社会保険データの紛失、また戦後例の無い現職大臣の自殺、そして不可解な事件の多発などが重なり、何が起きても不思議では無い状況になってきました。
グローバル時代を迎え、一国のみで生きられる国はなくなり、地域・企業・家庭までも世界の情勢に大きく左右されるようになってきました。
国によって表面化する現象は違いますが、インターネット・ブロードバンドが普及し、世界が情報を共有化する時代を迎え、こうした混乱は、次の新しい時代を生み出す陣痛であると理解しています。
対立の時代とブロードバンド
地球温暖化・環境汚染の問題が、ドイツで開催されたサミットでも大きなテーマになりましたが、環境・健康問題を語るときには、社会環境問題から考えなければ、自然環境の問題解決の糸口は見えてきません。
社会問題を無視し自然環境をテーマに議論をすれば迷路に入り、備忘策しか生まれず日本の環境に対する議論・運動・産業は一部の例外を除いて矛盾に満ちています。順序こそが一番大切です。
現実を直視すれば、国家間対立、地域間対立、世代間対立が同時に起こっていることに気がつきます。この３つが重なると情報が閉ざされた社会では、狭義のナショナリズムが生まれ暗黒の社会が出現することは歴史が証明しています。
第２次世界大戦後、中国、露国、米国の３カ国の狭間に位置する日本や韓国は、冷戦の中で生まれた技術を応用して、安い石油を手に入れ西側社会の中で良質廉価量産を合言葉に工業化社会をつくり、輸出によって物質的に豊かな社会をつくってきました。
貧困の中から立ち上がった戦後の日本人の最初の目標は、所得倍増論のかけ声の中で洗濯機、冷蔵庫、テレビを持つことでした。次の時代はカラーテレビ、クーラー、自動車。この三つの所有欲を国民の中にかきたて、さらには、住宅ローンによる資産価値の少ない持ち家政策の推進により心の豊かさに繋がるストック経済ではなく心が貧しくなる消費経済の流れが生まれ、幸福感を感じることが出来ない社会をつくってしまいました。
しかし大量移動、コンピュータ、インターネットによる、グローバル社会の到来、世界で大きな問題となっている地球温暖化、核の拡散などが重なった現実を、視点を変えてみると明るい未来が生まれる前兆ととらえることもできます。

構想力を競う時代の幕開け
農業の時代、工業の時代を経て到来した情報の時代。その象徴であるビルゲイツは巨万の富を得ましたが、ほとんどを財団に寄付しました。さらに世界ナンバー２の富豪バフェットも、高齢のためビルゲイツ財団に巨額の寄付を行いました。
しかし、このニュースから一年経った今も、この富は人類の歴史の評価に耐えうる用途に使われたという話を聞いておりません。
これは蓄積された富を歴史を前に進めるために活かす、キャラクター、コンセプト、コンテンツ、この３Cが求められている時代ということが出来ます。
時代を動かす富の行方は投資から投機の時代を経て、寄付の時代へそしてこれを活かす構想力の時代への潮流がはっきりしてきました。これを確かな潮流にしなければなりません。人類の未来がここにかかっています。先ごろ閉幕したドイツのサミットでは、環境問題が重要テーマとなり、構想力を競う時代の到来が高らかに宣言されました。そして来年は日本でサミットが開催されます。
　
人類は脳の中に自立の回路の生まれる他の哺乳類と違い、未熟児で生まれるため、他は自分のためにあるという依存の回路が脳の中に形成されます。このため育つ環境により、限りなく悪魔にも、神にも近づくことになるわけです。これは人類の宿命であり、秩序を維持するために、文化、宗教、法律などを必要とするわけです。
人類は火と言葉、分業、この三つを進化させ、人類は今日の文明を作り上げてきました。
火は核を、そして核の拡散を生み出しました。
言葉は文字、印刷、電話、テレビを経て、インターネットを生み出し、そして映像・言葉の双方向通信が市民レベルでできるブロードバンドの時代が到来しました。ゲマインシャフト（共同）、ゲゼルシャフト（目標）の時代から、パーナーシャフト（意義）の時代へ。人類持続のためには垂直分業から、水平分業の時代への移行が必要不可欠であることを予告させる出来事であると理解できます。
日本の核武装で世界の核拡散が本格化
広い国土に、核を分散配置、核攻撃を受けたとき反撃できる国が核大国であり、米国、露国、中国の３カ国です。そして保有していることが明らかにされている核保有国、これらの国は核の拡散を防ぎきれなかった。特に３大核大国の今を生きる人たちは人類史上最も重大な責任を負っています。
北朝鮮の核の問題によって、もし日本が核武装すれば、世界の核拡散が急拡大、人類破滅の流れが急速に高まります。
怨念を鎮魂する文化から、昇華する文化へ

日本には平安時代350年、江戸時代250年、戦後６０年の長期にわたり平和の時代があった実績があります。
その原因を探る中で、朝鮮半島の対岸、日本中海圏にある出雲大社とたくさんの神社に平和の流れを生み出す謎が隠されていることに気づきました。
　人間の力ではどうすることも出来ない台風、地震、火山とともに生きる環境の下、食糧の確保が容易な、地形、四季のある自然環境を活かし、大きな神社を加害者、被害者が力を合わせ建設、維持。加害者が被害者を永遠に鎮魂することで、長期にわたり「同」による平和が持続する文化が生まれ持続してきたと推察できます。
　南京事件から70周年を迎え、南京事件を扱った映画が米国、英国、中国合作のものをはじめ10本近く制作されていると聞いています。
　さらに南京記念館は展示面積を10倍に広げ、今年再開館されます。韓国にも国民の寄付による独立記念館があります。また真珠湾、シンガポール、オランダなど各地で日本の行為を後世に伝える記念館が次々と作られ、今までもたくさんの人々に見られ、これからも見られ続けることでしょう。
これら記念館や映画は見方によっては、怨念発電所にもなりかねません。
　就任直後の日本・安倍首相の訪中は、「氷を砕く旅」。その後、中国・温家宝首相の来日は、「砕いた氷を融かす旅」と言われています。
しかし、巨大な氷は砕いて融かして水にしても、気温が下がればまた巨大な氷になってしまいます。砕いた氷を水にするのではなく、昇華によって天に返し、今こそ世界恒久平和のモデルを世界に先駆け、アジアから生み出すときです。加害国の日本はもちろんのこと、被害国を含めて、今を生きるすべての人の品格、英知、勇気が問われています。
世界の中で果たすべき日本中海圏の役割
米国、露国、中国の三大核大国に囲まれ、東洋文明と西洋文明の接点に位置する日本中海圏には、核拡散の時代を迎え、日本海対岸の韓国北朝鮮と力をあわせ、世界の文化を、対立から共生へ橋渡しをする大きな役割が回ってきたと考えれば、なんと幸運な地域、世代であると解釈できるのではないでしょうか。
日本中海圏から韓国・北朝鮮への働きかけと、中国から米国・露国への働きかけの啐啄同時によって、中海に名称変更した日本海地域に世界で初めての核放棄による非核地帯を作る。これにより「世界が破滅の方向から持続的繁栄の方向に変わる」なんとすばらしいことでしょう。
平和事業化の時代

　世界的な自動車メーカー本田技研の創業者である本田宗一郎氏は、アメリカでマスキー法ができたときに、世界に先駆けてCVCCエンジンを作り、環境の世紀の幕を開けました。
環境の世紀から健康の世紀へ。日本でも、中国でも、テレビをつければ健康食品を扱った宣伝が流れ、水のペットボトルが売れる社会が到来しています。
次は朝鮮半島で核の拡散が懸念される時代を迎え、加害者である日本が、被害者である韓国・北朝鮮に働きかけ、核大国の中国、露国、米国および世界の識者の理解を得て、平和の事業化を図る時代が訪れました。
ベトナムの対岸、中国の海南島には、すばらしい自然環境を活かし定期的アジア会議が開催できるインフラが整えられてきました。また、世界の投資が集まり一大リゾート地帯が形成されつつあります。しかしこの近くの小学校の裏には、１９４５年８月１５日の悲劇の痕跡が生々しく現存しています。日本が韓国、北朝鮮に呼びかけ中国の協力を得て昇華への第１歩を踏み出すときです。
あらゆる日本、韓国、北朝鮮問題をテーブルに乗せ「災い転じて福とする」ときがきました。
平和、環境、健康の３つの分野が融合、経済が回り出したとき、持続可能な幸せの感じられる循環型社会の幕が上がります。
また５月にモナコで開かれていたIHO国際水路機関では議長から、日本海という呼称を日本、韓国、北朝鮮でそれぞれ持ち帰り、協議して二年後に意見発表するよう求められました。
これを機に、日本海・東海を中海に名称統一し、領有権をめぐって論争が続いている竹島・独島を平和環境の岩にすることを提案し、出発の第一歩としようではありませんか。
詳しくは人間自然科学研究所のホームページをご覧ください。皆様からのご意見をいただければ幸いに存じます。ありがとうございました。
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